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Abstract
Electrolytic polishing (EP)is apl1ied for surface finishing of super 

conducti ng cavity in the TRISTAN,
Although the polishing solution ( H2SO4-HF Mixt) is apt to deteriorate, 
life of the solution was prolonged by adding HSO3F to the solution.

局
界
物
硫
非

 

の
電
化
濃
が

 

場
速

e

◊
酸
%
度
 

磁
加
る
な

7

速 

電
い
れ
害

9

化 

、
高

さ

有

彳

劣

◊

«
て
求
び
液
液
る

 

}
し
要
よ
合
は
い

 

1

制
が
お
混
液
て

 

図

抑

と

、
酸
摩
し 

C

を
こ
凸
素
研
用

 

洞
等
る
凹
水
る
使

 

空
大
げ
な
化
あ
て

 

速
增
上
ロ

ッ
で
し

 

加
の
仕
ク
フ
}
発

 

導
失
に

ミ

一

比
開
 

伝

損

浄

、
酸

量

を

3)

超

波

清

層

硫

容

法

-i
H 

製
周
つ
質
濃
の
長
れ

2 

ブ
高
か
変
、

o

延

さ

f

 

オ

、
、
エ
し
1

命表

 

二
大
か
加
か
：
寿

P

C

2
 

の
增
ら

2)
、し

5

液

式

H 

定
の
滑
し

◊ 

8

、

次

2 

予
子
を
施
る

N
で

は

+ 

る
電
面
を
い
酸
の
応

F 

れ
出
内
理
て
素
い
化
反

H 

わ
放
洞
処
い
水
低
変
摩

o 

使
界
空
摩
除
化
が
成
研

1 

に
電
、研
り
ッ
性
組
解

+

 

に
ン
、に
解
取
フ
産
の
電

b 

め
タ
大
め
電
を
％
生

液

の

N 

じ
ス
增
た
、物

o

く

摩

ブ

2 

は
：リ
な
る
で
純

4

速
研
オ

 

•
ト
的
得
こ
不
：
に

♦
 

ニ 

1

所
を
そ

•

酸

常

2

— し 
表 面

フ
4)る

式

：

す

A

 

ニ

す

^

(

)

曽

 

G 

J

 

、
土
 

f

i

2-
0

際
を
反

“
 

!

H

の
度
の

W

2

C
そ
沢
と
 

H

水

。光

.
}
 

5

び
く
て

F

+

よ
い
れ

H

成 立 し て

2 N  b 0 F  ̂
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に 溶 解 し て  
は 平 滑 化 さ  
ッ 化 水 素 （ 
:学 平 衡 が 届  
… ( 2  ) 式

i フ ッ 化 水 素  
) 、 研 摩 液 中  
こめ、 研 摩 面  
S と フ
成 りイ

〇 4)

し て 次  
• H 2 0

ニ オ ブ は
と な り  
進 む た  
( H  2

研 摩 液 を 大 量 の 水 で 希 釈 し 、 希 釈 後 の 放 置 時 間 を 変 え て  
し た 。 測 定 結 果 を 図 2 に 示 す 。 希 釈 さ れ た 研 摩 液 は 、 新 
2 ) 式 が 左 方 向 に 移 動 し 、 最 終 的 に H S O 3 F は ほ ぼ 全 て  
の （イ ） と （ロ ） の 差 と し て 研 摩 液 中 の フ ル オ ロ 硫 酸 生
た o ”、T

ぬ
踏

か

に

建 浴 時  
た が っ て  
著 な 低 下  
り 、 反 応  
る は ず だ  
〇 3 F は 、 
し よ う と  
分 解 し て  
止 す る 役  
活 性 フ 7

:u) と 研 
を 図 3

こ れ か ら 分 か る 様 に 、
て 可 溶 性 の H 2 N  b 0  F 5 

の 凸 面 で 優 先 的 に 反 応 が  
こ の 研 摩 液 中 に は 、 硫 酸  
ル オ ロ 硫 酸 （H S 〇 .3 F )
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(建 浴 ）
ハ i  ^

砠 + 活 性 フ V，化 物 濃 度 ， 一

図 3 活 性 ア ッ 化 物 濃 度 と 研 摩 面 の 表 面  
粗 さ • 光沢度

( 希 釈 ）  今 経過日
図 2 水希釈によるフルオロ硫酸の分解速度

し、 得 ら れ る 表 面 粗 さ と 光 沢 度 を 評 価 し て 、 液 再 生  
し た 。 （図 4  )
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o  ：光沢度 
U 表面粗さ
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4  . 液 寿 命
研 摩 液 を 繰 り 返 し

fc よ る液 寿 命 延 長 効
繰 り返 し 再 生 使 用 す
る と 研 摩 液 中 の 溶 解
ニ 才 ブ量 が 增加！し
再生 の 効 果 が 低 下 す
る o れ は 再生ィ ン
ダ 一 ノズ ル の 減 少 と し
て 現 れた o ( 図 5 )
な お 図 5 に 加 速 電
解 と 有 る の は 、 試 験
時間 の 短 縮 を図る た
め f c 高 電 流 で 電 解
し て ニ 才 ブ を 強 制 的
に 溶 解 さ ，せ た 操 作 で
あ る o

3 • 液 再 生
劣 化 し た 研 摩 液 は 活 性 フ v 化 物 濃 度 が 減 少 し て い る の で 、 こ れ を フ ル オ ロ 硫 酸  

の 形 で 補 給 す る こ と に よ っ て 再 生 で き る 。 活 性 フ ツ化 物 濃 度 は フ •ソ 化 水 素 酸 （通 
常 、 4 6 % 濃 度 の 水 溶 液 ） を 添 加 す る こ と に よ っ て も 回 復 さ せ る こ と が で き る が - 、 
研 摩 液 の 水 分 含 有 量 の 許 容 範 囲 が 非 常 fc狭 い の で 、 水 分 含 有 量 が 增 加 し て し ま う  
こ の 方 法 は 実 用 的 で な い o 劣 化 し た 研 摩 液 に フ ル オ ロ 硫 酸 の み を 添 加 す る と 、 フ 
ル オ ロ 硫 酸 が （2  ) 式 の 左 方 向 へ の 反 応 で 分 解 し て H  F に 変 化 す る 際 、 同 モ ル 量  
の 水 （H  2 0  ) を 消 費 し 、 研 摩 液 中 の 水 分 含 有 量 が 低 下 し て し ま う 。 こ れ を 防 ぐ te 
は 、 フ ル オ ロ 硫 酸 添 加 時 に 、 同 モ ル の 水 （容 量 で フ ル オ ロ 硫 酸 の 約 3 倍 ） を 併 せ  
て 添 加 す れ ば 良 い 。 但 し 、 実 作 業 に 於 て は 、 大 気 中 か ら の 吸 湿 や 処 理 部 品 か ら の  
水 洗 水 持 ち 込 み に よ り 水 分 含 有 量 は 増 加 傾 向 に あ る の で 、 水 の 添 加 量 は こ れ に 応  
じ て 減 ら す o
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図 4  くり返し再生^^により得られた研厚面の表面租さと光沢度
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図 5 液再生試験の実施記録
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A  ( : : 加 速 電 解  
E P : 電 解 研 摩

卩 ま と め
従 来 は 高 価 U  E P 液 を 1 回 の 処 理 毎 に 建 浴 し て い た が 、 フ ル オ ロ 硫 酸 を 添 加 す  

る こ と で 繰 り 返 し 再 生 使 用 で き る よ う に な り 、•生 産 性 お よ び 安 全 性 が 向 上 し た ◊ 
こ の 成 果 も あ り 、ト リ ス タ ン 用 超 伝 導 加 速 空 ■ の 生 産 は 順 調 に 進 ん で い る 。 ま た 、 
最 新 の 研 究 か ら 研 摩 液 の 僅 か な 汚 れ が 超 伝 導 加 速 空 洞 の 性 能 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ  
と が 明 ら か fcな り 、 現 在 、 研 摩 液 の 汚 染 防 止 策 を 検 討 し て い る c 最 後 に 、 こ の 研  
究 開 発 は 高 x ネ ル ギ 一 物 理 学 研 究 所 の 光 延 助 教 授 ， 古 屋 助 手 の . 多 大 な 御 指 導 の も  
と に 進 め ら れ た こ と も 附 記 し て お き ま す 。
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